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当選御礼
　
歩
い
て
い
け
る
範
囲
に
生
活

圏
を
取
り
戻
そ
う
。
「
強
く
て
や

さ
し
い
ま
ち
を
創
る
」
「
闘
う
県

議
会
を
つ
く
る
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
、
三
期
目
の
県
議

会
選
挙
に
立
候
補
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
多
く
の
皆
様
か
ら
力
強

い
ご
支
援
を
賜
り
、
厳
し
い
選

挙
戦
を
立
派
な
成
績
（
一
一
四

〇
〇
票
、
県
下
二
位
の
得
票
）
で

全
力
を
尽
く
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
、
そ
の
主
体
と
な
る

自
治
体
は
住
民
か
ら
本
当
に
信
頼

さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

▼
信
頼
さ
れ
る
自
治
体
に
は
、
頼

り
に
な
る
議
会
が
必
要

　
昨
今
、
自
治
体
が
財
政
破
綻
し

た
り
、
裏
金
作
り
や
首
長
等
が
「
官

製
談
合
」
に
手
を
そ
め
る
不
祥
事

が
相
次
い
で
お
り
、
厳
し
い
批
判

の
目
が
注
が
れ
て
い
ま
す
。

　
が
、
同
時
に
そ
う
し
た
問
題
が

生
じ
な
い
よ
う
に
行
政
を
監
視
し
、

チ
エ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
仕
事
の
地

方
議
会
が
、
何
の
役
目
も
果
た
し

て
い
な
い
と
い
う
批
判
を
浴
び
、

地
方
行
政
に
対
す
る
信
頼
を
裏
切

る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
方
分
権
は
自
治
体
、
首
長
、
中

央
官
庁
な
ど
に
と
っ
て
様
々
な
利

害
の
衝
突
と
既
得
権
の
破
壊
を
迫

ら
れ
る
激
し
い
改
革
で
す
。
そ
れ

だ
け
に
、
地
方
分
権
に
対
す
る
国

民
・
住
民
の
共
感
が
あ
っ
て
初
め

て
前
に
進
む
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
す
。
自
ら
を
律
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
人
々
の
信
頼
を
裏
切
る
よ

う
な
自
治
体
が
あ
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

　
地
方
自
治
体
に
、
財
源
や
権
限

を
与
え
た
ら
、
何
を
し
で
か
す
か

わ
か
ら
な
い
と
か
、
与
え
て
も
何

を
し
て
い
い
や
ら
わ
か
ら
な
い

「
猫
に
小
判
」
の
よ
う
な
「
行
政
」
だ

と
思
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
は
信
頼

は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
地
方
議
会
に
お
い
て
、
最
も
重

要
な
任
務
は
、
「
行
政
の
監
視
機

能
」
と
い
え
ま
す
。

　
健
全
な
財
政
、
民
意
を
反
映
し

た
政
策
実
現
な
ど
自
治
体
運
営
を

監
視
で
き
る
能
力
を
持
っ
た
議
会

が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
信
頼
さ

れ
る
自
治
体
の
条
件
と
も
い
え
ま

し
ょ
う
。

 

　
し
っ
か
り
と
し
た
議
会
を
つ
く

る
た
め
、
全
力
を
尽
く
し
て
い
く

決
意
で
す
。

　

　

し
っ
か
り
や
り
ま
す
。

　政治をあきらめさせない。

　　　　ハングリー精神で闘います。

　　（元世界チャンピオン輪島功一氏と。

　　　　　WBC世界タイトル前哨戦、サンドーム福井で）　　

て
ん
て
こ
舞
い
と
な
っ
て
し
ま
っ

て
、
今
日
に
至
っ
て
お
り
、
大
変

恐
縮
し
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
皆
様
の
大
き
な
期
待
に

し
っ
か
り
こ
た
え
る
た
め
、
さ
ら

み
が

に
磨
き
を
か
け
、
一
生
懸
命
頑
張

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
▼
厳
し
い
地
方
行
政
の
運
営
を

迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
地
方
分
権
改
革
と
は
、
だ
れ
も

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
生
き

と
暮
ら
し
続
け
て
い
け
る
社
会
に

す
る
た
め
、
人
々
に
よ
り
近
い
自

治
体
に
、
で
き
る
限
り
の
権
限
と

財
源
を
集
め
、
人
々
の
知
恵
と
工

夫
と
参
加
に
よ
っ
て
、
地
域
に
最

も
ふ
さ
わ
し
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
が

多
様
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
目
的
で
す
。

　
し
か
し
、
地
方
分
権
改
革
を

国
・
地
方
を
通
じ
た
財
政
再
建
の

た
め
の
手
段
と
し
て
し
か
考
え
な

い
傾
向
も
あ
り
、
第
二
期
地
方
分

権
改
革
に
入
っ
た
も
の
の
、
い
ま

こ
ん
と
ん

だ
改
革
の
行
方
は
混
沌
と
し
て
い

る
と
い
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
都
市
で
あ
れ
、
農
山
漁
村
や
離

島
で
あ
れ
、
全
国
ど
こ
で
も
「
豊

か
な
自
治
」
を
実
現
す
る
た
め
、

勝
ち
抜
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

心
か
ら
厚
く
当
選
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
一
々
拝
眉
の
上
、
ご
あ
い
さ
つ

申
し
上
げ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
す

が
、
改
選
後
、
新
し
い
議
会
組
織

の
編
成
、
会
派
の
ド
タ
バ
タ
劇
、

幹
事
長
と
し
て
の
会
派
運
営
と
初

議
会
（
６
月
定
例
会
）
の
対
応
、
参

議
院
選
挙
、
韓
国
ク
ル
ー
ズ
と
、
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私
た
ち
は
一
円
以
上
の
領
収
書
を
全
面
公
開
し
ま
す
。

政
務
調
査
費

会派分裂報道を受けて、説明責任を感じ、再スタートの決意をこめて出した福井県初の議会会派新聞広告

　
議
会
改
革
は
待
っ
た
な
し

　
改
選
後
、
自
民
党
新
政
会
は
新

た
に
新
人
議
員
を
加
入
し
、
を
二

十
八
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
新
執
行
部
の
元
、
議
長
人
事
な

ど
組
織
議
会
も
ス
ム
ー
ズ
に
終
え
、

会
派
代
表
者
に
よ
る
テ
レ
ビ
出
演

す
る
な
ど
第
十
六
次
（
一
次
は
四

年
間
）
は
、
順
調
に
船
出
し
か
の
よ

う
に
思
え
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
、
五
月
二
十
四

日
、
自
民
党
新
政
会
か
ら
十
八
名

が
家
出
す
る
か
の
よ
う
に
、
黙
然

と
姿
を
消
し
、
「
県
議
会
自
民
党
」

と
い
う
新
会
派
を
結
成
し
ま
し
た
。

　
「
何
が
あ
っ
た
の
か
」
、
さ
っ
ぱ

り
わ
か
り
ま
せ
ん
。
一

　
般
的
に
は
、
会
派
の
役
員
に
反

発
し
て
会
を
飛
び
出
し
て
い
く
よ

う
な
こ
と
は
あ
る
の
で
す
が
、
会

派
の
代
表
者
が
出
て
行
く
と
い
う

の
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

　
何
ら
か
の
思
惑
が
あ
る
の
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
が
、
議
会
組
織
は
、

会
派
ご
と
の
人
数
割
り
で
選
出
し

て
い
る
の
で
、

組
織
議
会
を
終

え
た
後
に
、
会

派
構
成
を
変
更

す
る
と
、
大
き

な
混
乱
が
生
じ

ま
す
。

　
正
副
議
長
は

本
来
、
そ
れ
ら

を
止
め
る
べ
き
立
場
で
公
正
無
私

を
貫
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
選

出
さ
れ
た
後
、
会
派
を
移
動
す
る

な
ど
と
い
う
の
は
「
確
信
犯
」
的
な

行
為
と
し
て
、
批
判
さ
れ
ま
す
。

　
説
明
責
任
が
求
め
ら
れ
る
時
代

に
、
議
会
が
説
明
も
で
き
な
い
こ

と
を
す
る
よ
う
で
は
話
に
な
り
ま

せ
ん
。

　
「
議
会
改
革
は
待
っ
た
な
し
」
で

す
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
を
い
い
機
会

と
し
て
、
一
気
に
議
会
改
革
を
す

す
め
る
こ
と
を
決
意
し
、
新
た
に

二
名
の
新
人
議
員
の
加
入
を
得
て
、

十
二
名
で
自
民
党
新
政
会
を
再
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
政
務
調
査
費
の
全
面
公
開

　
「
政
治
と
カ
ネ
」
、
地
方
議
員
の
政

務
調
査
費
に
つ
い
て
、
そ
の
使
途
に

つ
い
て
、
疑
惑
が
も
た
れ
ま
し
た
。

　
福
井
県
議
会
に
対
し
て
も
、
オ
ン

ブ
ズ
マ
ン
な
ど
か
ら
内
容
の
公
開
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
未
公
開

の
ま
ま
で
し
た
。

　
現
在
、
政
務
調
査
費
は
、
会
派
ご

と
に
請
求
し
、
支
給
さ
れ
る
も
の
で

す
。
私
た
ち
は
、
政
務
調
査
費
の
中

身
を
全
面
公
開
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

（県会新勢力図をどうとらえるか、ザ・タイムリーふくい　5/ 19放映）、

この５日後、無言で家出。幻の執行部となる。

２００7年8月18日　

発行（2）
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県
議
会
議
員
の

政
治
倫
理
条
例
を
可
決

改革エンジン始動
（新聞広告第２弾　６月定例議会報告）

６月定例議会

件
も
発
生
し
て
い
る

　
現
在
あ
る

　　

　
新
し
い
顔
ぶ
れ
で
の
初
議
会
と

な
っ
た
六
月
定
例
会
（
六
月
二
十
二

日
か
ら
七
月
十
三
日
）
は
、
再
ス

タ
ー
ト
し
た
私
た
ち
「
自
民
党
新
政

会
」
と
し
て
の
デ
ビ
ュ
ー
戦
で
も
あ

り
、
「
県
議
会
に
風
穴
を
あ
け
る
男

た
ち
」
と
し
て
果
敢
に
行
動
し
ま
し

た
。

　
ま
ず
、
政
務
調
査
費
の
全
面
公

開
、
続
い
て
二
つ
の
議
員
立
法
、「
福

井
県
議
会
議
員
の
政
治
倫
理
条
例
」
、

「
県
行
政
に
係
わ
る
基
本
的
な
計
画

に
つ
い
て
の
議
会
の
議
決
を
定
め
る

条
例
」
を
発
議
し
、
可
決
、
制
定
し

ま
し
た
。

　
議
員
の
政
治
倫
理
条
例
は
、
議
員

が
県
公
共
工
事
な
ど
で
地
位
を
利
用

し
て
自
ら
の
関
係
企
業
に
我
田
引
水

し
た
り
、
不
適
切
な
金
品
を
授
受
し

な
い
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
。

　
テ
レ
ビ
・
新
聞
で
報
道
さ
れ
た
よ

う
に
、
わ
が
会
派
か
ら
離
脱
し
た
県

会
自
民
党
が
こ
れ
に
難
色
を
示
し
た

た
め
本
会
議
開
会
が
五
時
間
も
遅
れ

る
一
幕
が
あ
っ
た
り
、
審
議
し
た
議

会
運
営
委
員
会
で
は
、
時
期
尚
早
、
内

容
が
厳
し
す
ぎ
る
と
し
て
、
委
員
長

採
決
で
否
決
す
る
な
ど
、
最
後
ま
で

抵
抗
し
ま
し
た
が
、
最
終
日
に
以
下

の
よ
う
に
二
十
一
名
の
賛
同
を
得
て

可
決
成
立
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
県
の
基
本
的
な
計
画
を
議

会
の
議
決
事
項
と
す
る
条
例
は
、
議

会
の
議
決
範
囲
を
拡
大
す
る
も
の

で
、
今
後
、
福
井
県
の
基
本
的
な
計

画
を
策
定
す
る
場
合
、
議
会
の
議
決

が
必
要
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
全
員
賛
成
、
可

決
成
立
し
ま
し
た
。

　
三
年
前
に
「
外
郭
団
体
」
に
関
す

る
条
例
を
発
議
し
た
の
が
、
福
井
県

議
会
史
上
初
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今

回
二
本
の
議
員
立
法
が
で
き
た
の
は

大
き
な
成
果
で
す
。

　
ま
た
、
知
事
の
政
治
姿
勢
を
し
っ

た
だ

か
り
質
す
な
ど
、
他
会
派
と
の
連
携

も
強
ま
り
、
六
月
議
会
は
、
福
井
県

議
会
と
し
て
歴
史
の
残
る
画
期
的
な

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

 福井県議会議員の政治倫理に関する条例

（目的）

第一条　この条例は、福井県議会議員（以下「議員」という。）の責務、政治倫理規準

　等を定めることにより、議会政治の根幹をなす政治倫理の確立を図るとともに、福井

　県議会（以下「議会」という。）の秩序および名誉を守り、県民の厳粛な信託にこた

　え、もって清潔で民主的な県政の発展に寄与することを目的とする。

（責務）

第二条　議員は、県民の負託にこたえるため、絶えず県民全体の福祉の向上のために行

動

  しなければならない。

２　議員は、高い倫理的義務が課せられていることを自覚して、自らの行動を厳しく律

す

  るとともに、県民の代表として良心および責任感を持って、議員の品位を保持し、識

見

  を養うよう努めなければならない。

３　議員は、政治倫理に関し、政治的または道義的批判を受けたときは、真摯かつ誠実

　に事実を解明し、その責任を進んで明確にしなければならない。

（政治倫理規準）

第三条　議員は、次に掲げる政治倫理規準を遵守しなければならない。

一　議員の品位を損ない、または名誉を傷つける行為により、県民の議会に対する信頼

を

   損ねてはならないこと。

　二　議員の権限または地位による影響力を及ぼすことにより、自己または特定の者の

利

    益を図ってはならないこと。

　三　国もしくは地方公共団体が締結する売買、貸借、請負その他の契約または特定の

者

    に対する行政庁の処分に関し、特定の者に有利になるような働きかけをしてはなら

な

    いこと。

　四　公正を疑われるような金品の授受を行ってはならないこと。

　五　道義的な批判を受けるような政治活動に関する寄附を受けないこと。

　六　議員の資金管理団体に、前号の寄附を受けさせないこと。

　七　国もしくは地方公共団体の公務員または関係団体（国または地方公共団体がそれ

ぞ

　　れまたは合計で資本金、基本金その他これらに準ずるものの二分の一以上を出資し

　　ている法人および地方自治法（昭和二十二年法律第六十七号）第二百四十四条の二

第

　　三項に規定する指定管理者をいう。）の役員もしくは職員に対し、議員の権限また

は

    地位による影響力を及ぼすことにより、公正な職務の執行を妨げる等不当な行為を

し

   てはならないこと。

（請負等に関する制限）

第四条　議員は、地方自治法第九十二条の二の規定の趣旨を尊重し、次に掲げる企業等

が、

　県および県が資本金、基本金その他これらに準ずるものの二分の一以上を出資してい

る

　法人の発注する工事等の請負および業務委託の契約を辞退することを求めるなど、県

民

　に疑念を抱かせることのないよう努めなければならない。

　　一　議員、その配偶者または二親等以内の親族が役員をしている企業等

　　二　議員が資本金その他これに準ずるものの三分の一以上を出資している企業等

　　三　議員が顧問料等その名目を問わず報酬を受領している企業等

（審査の請求）

第五条　議員は、前二条に反する疑いがあると認めるときは、議員定数の十二分の一以

　上の議員の連署により、議長に審査を請求することができる。この場合において、審

　査の請求は、理由を明らかにした文書をもって行う。

（審査会の設置）　

第六条　議長は、前条に規定する審査の請求があったときは、これを審査するため、議

  会運営委員会に諮り、議会に福井県議会政治倫理審査会（以下「審査会」という。）

  を設置する。

２　審査会は、委員十人以内で組織する。

３　委員は、議員のうちから議長が任命する。

４　委員の任期は、当該審査が終了するまでとする。

５　審査会に委員長および副委員長を置き、委員の互選によりこれを定める。

（審査会の運営）　

第七条　審査会の運営は、次に定めるところによるものとする。

　一　審査会は、委員の半数以上が出席しなければ会議を開くことができない。

　二　審査会の議事は、委員長を除く出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、委

員

    長の決するところによる。

　三　審査会は、審査の請求をされた議員につき、第三条または第四条に反し、政治的

ま

    たは道義的に責任があると認めた場合で、議員辞職の勧告、役職辞任の勧告等重要

な

    勧告を内容とする審査結果を答申しようとするときは、出席委員の三分の二以上の

多

    数による賛成を要するものとする。

　四　審査会は、審査のため必要があるときは、議員、優れた識見を有する者等に対し、

    その出席を求め、意見または事情を聴取することができる。

　五　審査の請求をされた議員は、審査会から出席の要請があった場合は、出席し、誠

実

    に答える義務を負う。

　六　審査の請求をされた議員は、審査会に対し口頭または文書により弁明することが

で

    きる。

七　委員は、その職務を遂行するに当たっては、公正不偏の立場で、審査しなければな

ら

    ない。

　八　審査会の会議は、原則として非公開とする。

　九　審査会の委員または委員であった者は、職務上知り得た秘密を他に漏らしてはな

ら

    ない。

２　審査会は、前項第三号に定める措置に至らなかった場合で、審査の請求をされた議

員

   の名誉を回復することが必要であると認めるときは、第三条または第四条に反する

事実

   が存在しない旨を議長に報告する等所要の措置を講ずるものとする。

３　審査会の運営に関し必要な事項は、その都度、委員長が審査会に諮って定める。

（議長への報告）　

第八条　審査会の委員長は、審査の結果について議長に報告するものとする。

（審査の結果の通知および公表）

第九条　議長は、審査会の委員長から審査結果の報告を受けたときは、審査の請求をし

　た議員および審査の請求をされた議員に対して審査の結果を通知し、次条第一項に規

　定する意見書の提出の有無を確認の上、審査の結果を公表しなければならない。

（意見書の提出および公表）

◎「政治倫理条例」の賛成者２１名(会派別、期別年令順)

　山本芳男、屋敷　勇、田中敏幸、斉藤新緑、小泉剛康、吉田伊三郎 谷口忠応、松井拓夫、笹岡一彦、東角　操、　　宇

野秀俊、藤野利和（以上、自民党新政会）

　野田富久、山本正雄、四谷昌則、鈴木宏治、糀谷好晃、玉村和夫（以上、県民連合）

　石橋壮一郎（公明党）高木文堂（緑風会）西本正俊（無所属）

･･････････････････････････････････････････････････････

●「政治倫理条例」の反対者１８名(期別年令順)

　山本文雄、関　孝治、前田康博、松崎晃治、山田庄司、山岸猛夫、中川平一、一瀬明宏、渡　辺政士、松田泰典、　谷

出晴彦、田村康夫、仲倉典克、笠松泰夫、大久保衛、大森哲男、鈴木　宏紀、宮本　俊（以上、県議会自民党）

（3）　２００7年8月１8日　発

行



福井県議会議員 さいとう新緑  議会報告

知
事
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
誰
が
承
認
し
た
の
か

な
ぜ
「協
働
」
で
な
く
て
「共
動
」
か

　西川専制政治ではないのか
　　　　　一問一答　ガチンコ９０分

　　　　　　　　　　　　　予算特別委員会　総括質疑

　
▼
定
例
議
会
は
、
知
事
の
提
案
理

由
を
受
け
た
後
、
会
派
代
表
質
問
に

始
ま
っ
て
、
一
般
質
問
、
常
任
委
員

会
を
経
て
、
最
後
は
会
派
持
ち
時
間

に
よ
る
予
算
特
別
委
員
会
が
行
わ
れ

ま
す
が
、
そ
の
最
終
は
会
派
ご
と
の

総
括
質
疑
と
な
り
ま
す
。

　
６
月
定
例
会
で
は
、
90
分
間
、
自

民
党
新
政
会
の
総
括
質
疑
者
と
し

て
、
特
に
今
回
は
、
改
選
後
の
初
議

会
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
知
事
の

基
本
姿
勢
に
つ
い
て
、
知
事
と
サ
シ

で
ガ
チ
ン
コ
で
議
論
を
闘
わ
せ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
派
と
し
て
は
、
知
事
の
基
本
方

針
と
も
い
う
べ
き
「
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
」（
新
元
気
宣
言
）
が
、
選
挙
に
当

選
し
た
こ
と
を
持
っ
て
、
内
容
全
て

が
承
認
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
、
議
会

の
同
意
を
得
る
こ
と
も
な
く
行
政
方

針
と
し
て
運
営
し
て
い
る
こ
と
、
中

長
期
計
画
な
ど
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を

作
成
し
な
い
こ
と
、
成
果
主
義
を
掲

げ
な
が
ら
も
、
目
先
の
小
さ
な
数
値

目
標
は
ク
リ
ア
し
て
も
、
農
業
政
策

な
ど
は
、
根
本
的
に
は
ジ
リ
貧
と

な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
西
川
県
政
の

基
本
的
な
問
題
と
し

て
、
そ
の
政
治
姿
勢
、

行
政
手
法
を
問
い
ま
し

た
。

　

 
 

「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
は
、「
は
っ
き
り

示
す
」
の
イ
タ
リ
ア
語
が
語
源
で
す
。
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
は
「
政
策
」
の
公
約
集
で
、

知
事
、
市
町
村
長
に
就
任
し
た
ら
何
を

や
る
か
、
任
期
中
の
政
策
公
約
に
つ
い

て
、
期
限
つ
き
、
財
源
つ
き
、
数
値
目
標

つ
き
で
有
権
者
と
約
束
す
る
。
従
っ
て
、

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
当
選
者
に
と
っ
て
、

最
高
位
の
政
策
で
す
。

　
し
か
し
、
何
を
目
標
に
設
定
し
、
何
を

改
革
す
る
の
か
、
そ
の
中
身
に
つ
い
て

ぎ
ん
み

吟
味
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
称
し
て
も
、
従
来

の
公
約
と
五
十
歩
百
歩
の
「
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
も
ど
き
」
に
な
っ
て
い
な
い
か
監

視
が
必
要
で
す
。

　　
西
川
知
事
が
今
選
挙
で
掲
げ
た
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
「
新
元
気
宣
言
」
は
、
数
値
目

標
を
掲
げ
て
い
る
項
目
は
少
な
く
、
「
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
も
ど
き
」
に
近
づ
い
て
き

た
感
じ
が
し
ま
す
。

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
手
段
で
あ
っ

て

　
と
こ
ろ
で
、
県
民
の
何
人
の
人
が

中
身
を
読
ん
だ
の
か
、
知
っ
て
い
る

の
か
と
い
う
と
疑
問
が
あ
り
ま
す
。

県
民
が
知
事
に
一
票
を
投
じ
た
の
は
、

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
中
身
が
良
か
っ
た

か
ら
な
の
で
し
ょ
う
か
、
選
挙
の
投

票
動
機
は
様
々
あ
り
、
相
手

候
補
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、

消
去
法
で
選
ば
れ
る
こ
と

だ
っ
て
あ
り
ま
す
。
そ
う
い

う
観
点
に
立
つ
と
、
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
の
内
容
が
全
て
支

持
さ
れ
た
と
い
う
に
は
無
理

が
あ
り
ま
す
。

　
従
っ
て
、
当
選
後
は
、
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
を
元
に
、
不
足

し
て
い
る
内
容
や
具
体
性
に

欠
け
て
い
る
も
の
を
県
民
や

職
員
や
議
員
と
と
も
に
補
強
、
精
査

し
、
４
年
間
の
基
本
計
画
と
か
行
動

計
画
と
し
て
ま
と
め
、
議
会
の
承
認

を
得
て
、
ス
タ
ー
ト
す
る
の
が
、
あ
る

べ
き
姿
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
知
事
は
「
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
書
か
れ
て
あ
る
内
容
は
、

い
ず
れ
予
算
と
し
て
計
上
さ
れ
る
の

で
、
そ
の
時
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
え

ば
い
い
」
と
い
う
考

え
で
す
。

　
し
か
し
、
全
体
計

画
の
中
で
の
個
別
予

算
で
あ
り
、
予
算
が
計
上
さ
れ
る
段

階
で
は
、
身
動
き
が
取
れ
な
い
ま
で

準
備
、
調
整
し
た
後
な
の
で
、
予
算
を

否
決
す
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
に
費
や
さ

れ
た
膨
大
な
時
間
や
労
力
な
ど
が
す

べ
て
無
駄
と
な
り
か
ね
な
い
も
の

だ
っ
て
あ
り
ま
す
。

　
よ
く
、
「
な
ぜ
あ
ん
な
と
こ
ろ

に
公
共
施
設
を

建
設
し
た
の

か
」
、
と
い
っ
た
声
も
耳
に
し
ま

す
が
、
政
策
形
成
段
階
か
ら
、
総

合
的
な
視
野
に
た
っ
た
多
く
の

知
恵
が
参
画
で
き
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
国
が
作
っ
て
、
自
治
体
が
実

行
す
る
。
役
所
が
つ
く
っ
て
、
住

民
が
従
う
と
い
う
こ
れ
ま
で
の

中
央
集
権
、
「
お
上
」
意
識
を
未
だ
垣

間
見
る
と
き
が
あ
り
ま
す
が
、
計
画

作
成
段
階
か
ら
、
民
間
企
業
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
市
民
と
の
協
働
（
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
）
が
必
要
で
す
。

　
福
井
県
は
、
な
ぜ
か
「
共
動
」
と
い

う
造
語
を
用
い
る
の
で
す
が
、
「
協

働
」
の
意
識
が
希
薄
な
の
か
、
意
味
が

よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
よ
り
オ
ー
プ
ン
な
議
論
を
求
め
る

姿
勢
こ
そ
最
も
重
要
で
す
。
知
事
が

一
方
的
に
作
っ
て
、
形
だ
け
の
ア
リ

バ
イ
的
な
意
見
を
求
め
、
実
行
す
る

と
い
う
の
で
は
「
協
働
」
と
は
逆
の
専

政策形成段階からの参画を

２００7年8月18日　発行（4）



福井県議会議員 さいとう新緑  議会報告

知
事
は
中
長
期
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
べ
し

福井県の食料自給率100％をめざして

農林水産部　県年間予算

440億円の成果とは…

制
政
治
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　生
活
者
起
点
と
い
う
こ
と

　　
「
県
庁
に
入
っ
た
の
は
、
親
の
財
産

を
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
ら
だ
」

と
か
「
夜
も
寝
な
い
で
、
汗
水
垂
ら
し

て
や
る
よ
り
も
、
安
定
し
た
職
場
で

ゆ
っ
く
り
生
活
を
楽
し
み
た
く
て
県

庁
職
員
に
な
っ
た
。
改
革
、
改
革
と

言
っ
た
っ
て
、
そ
ん
な
に
つ
い
て
き
ま

せ
ん
よ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

　
実
際
の
と
こ
ろ
、
あ
る
優
秀
な
職
員

か
ら
「
知
事
、
誰
も
喜
ば
な
い
こ
と
を

ど
う
し
て
そ
ん
な
に
す
る
の
で
す
か
」

と
真
顔
で
習
わ
れ
、
落
ち
込
ん
だ
こ
と

も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
言
葉
は
、
生
活

実
感
か
ら
出
て
い
る
の
で
非
常
に
説

得
力
が
あ
る
。
こ
の
従
来
型
の
県
庁
職

員
の
意
識
に
打
ち
勝
つ
た
め
に
私
は

し
ん
ぎ
ん

何
度
も
呻
吟
し
た
。

　
私
は
職
員
に
対
し
て
「
で
き
な
い
理

屈
を
い
う
な
」
、「
間
違
う
こ
と
を
恐
れ

ず
、
間
違
い
を
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
を
恐
れ
よ
」
と
口
を
酸
っ
ぱ
く
し
て

言
っ
た
。

　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
提
唱
し
た
三
重

県
の
北
川
前
知
事
は
、
「
生
活
者
起

点
」
、
納
税
者
の
視
点
で
も
の
を
考
え

行
動
す
る
よ
う
県
職
員
に
徹
底
し
て

意
識
改
革
を
求
め
ま
し
た
。

　
納
税
者
と
し
て
の
生
活
者
は
、
当

然
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
権
利
が

あ
る
。
そ
の
と
き
、
受
け
手
の
側
に

立
っ
て
県
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
な

う
の
は
当
然
の
こ
と
だ
が
、
同
時
に
、

生
活
者
は
統
治
主
体
で
も
あ
り
、
生

活
者
こ
そ
が
地
域
や
行
政
に
お
け
る

主
役
で
あ
り
、
自
分
た
ち
が
参
加
し

て
作
る
と
い
う
発
想
が
な
い
と
協
働

（
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
と
い
う
考
え

方
は
で
て
き
ま
せ
ん
。

　
生
活
者
起
点
は
、
従
来
の
「
行
政

が
」
「
職
員
が
」
と
い
う
行
政
の
一
方

的
な
発
想
を
、
「
生
活
者
が
」
と
一
八

〇
度
変
え
て
い
く
。

　
職
員
が
自
主
・
自
立
的
に
考
え
、
行

動
す
る
良
循
環
を
ど
う
つ
く
る
の
か
、

西
川
知
事
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
成
果
主
義
と
は

　
た
と
え
ば
、
何
か
の
行
事
を
開
催

し
た
場
合
、
予
算
額
が
資
源
投
入
量

（
イ
ン
プ
ッ
ト
）
で
、
五
〇
〇
人
の
聴

衆
が
あ
っ
た
と
い
う
の
が
事
業
量

（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
）
、
そ
れ
が
ど
れ
だ

け
県
政
に
好
ま
し
い
影
響
を
与
え
た

か
と
い
う
の
が
、
事
業
効
果
（
ア
ウ
ト

カ
ム
）
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
「
行
事
」
は
、
成
功
し
て

も
、
全
体
と
し
て
の
成
果
が
出
て
い

る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

中
長
期
的
に
何
を
め
ざ
し
て
い
る
の

か
、
そ
の
目
的
、
目
標
の
設
定
が
正
し

い
か
、
と
い
う
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
福
井
県
に
は
中
長
期
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
西
川
知
事
は
、
「
中
長
期
計
画
に
つ

い
て
は
、
め
ま
ぐ
る
し
い
時
代
変
化
の

中
で
、
膨
大
な
時
間
を
か
け
て
計
画
を

作
っ
て
も
、
す
ぐ
に
変
更
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
、
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の

作
成
を
拒
否
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
将
来
の
イ
メ
ー
ジ
図
も
示

さ
な
い
よ
う
で
は
、
船
が
ど
こ
に
向

か
っ
て
い
る
の
か
す
ら
、
わ
か
り
ま
せ

ん
し
、
行
政
と
い
う
の
は
、
総
合
的
な

も
の
で
す
か
ら
、
全
体
を
包
括
し
た
基

本
構
想
は
必
要
で
す
。

　
し
か
し
、
西
川
知
事
は
、
個
別
分
野

ご
と
の
計
画
を
も
っ
て
、
事
足
り
る
と

い
う
方
針
で
す
。

　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
ば
か
り
に
こ
だ
わ

る
と
、
政
治
家
が
四
年
間
で
何
を
や
る

か
の
短
期
的
な
議
論
に
堕
し
て
し
ま

い
、
政
治
の
「
行
政
化
現
象
」
と
い
わ

れ
て
も
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

　
政
治
家
に
と
っ
て
、
大
切
な
こ
と
は

中
長
期
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
、
夢
を
語
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　　
道
州
制
に
反
対
す
る
の
は
い
い

け
れ
ど
…

る
地
域
の
担
い
手
に
ま
か
せ
た
方
が
、

い
い
の
で
は
な
い
か
、
即
ち
、
予
算
を

分
配
す
る
と
い
う
よ
う
な
大
胆
な
見

直
し
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
県
の
農
林
水
産
部
の
年
間
予
算
で

あ
る
四
四
〇
億
円
を
一
〇
〇
万
円
ず

つ
分
配
す
れ
ば
四
万
四
千
戸
（
団
体
）

に
、
一
〇
〇
〇
万
円
ず
つ
分
配
す
れ

ば
、
四
千
四
百
戸
（
団
体
）
に
対
応
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　　
本
当
の
意
味
で
の
成
果
主
義
と
は

目
先
の
単
年
度
事
業
の
評
価
で
は
な

く
、
将
来
的
に
生
き
る
カ
ネ
に
な
っ

て
い
る
か
ど
う
か

と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
国
の
方
針
に
基
づ
い
て
「
品
目
横

断
的
経
営
安
定
政
策
」
を
導
入
し
、

「
集
落
営
農
」
す
れ
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル

競
争
に
打
ち
勝
ち
、
未
来
に
展
望
が

持
て
る
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
従
来
の
担
い
手
や
認
定
農

業
者
を
殺
す
よ
う
な
結
果
も
招
い
て

い
ま
す
。

　
戦
後
、
農
地
解
放
し
て
、
今
、
農
地

集
積
し
て
、
次
は
何
を
や
る
の

で

し
ょ
う
か
。
企
業
が
農
地
を
買
い
集

め
る
の
で
し
ょ
う
か
、
し
っ
か
り
と

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
か
ず
、
小
手
先

の
行
事
は
無
意
味
で
す
。

　
二
〇
〇
六
年
度
の
食
料
自
給
率
は

三
九
％
と
、
つ
い
に
四
〇
％
を
切
り

ま
し
た
。
国
の
食
料
自
給
率
は
都
道

府
県
単
位
で
の
地
域
自
給
率
の
集
積

に
他
な
ら
ず
、
福
井
県
の
地
域
自
給

率
一
〇
〇
％
を
め
ざ
し
単
年
度
ご
と

の
数
値
目
標
を
示
し
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
全
国
で
の
三
分
の
一
が
こ
れ
ら
の

目
標
設
定
を
し
て
お
り
、
随
分
前
か

　
西
川
知
事
が
、
「
道
州
制
に
反
対
」
を
唱
え

ま
し
た
。
そ
れ
も
一
つ
の
見
識
で
あ
り
ま
す

が
、
で
は
、
ど
う
い
う
福
井
県
を
創
造
す
る
の

か
、
ど
う
い
う
地
方
分
権
の
受
け
皿
を
作
る

の
か
、
「
道
州
制
」
に
周
囲
が
参
加
し
て
い
っ

た
場
合
、
取
り
残
さ
れ
、
い
つ
の
ま
に
か
、
嶺

南
、
北
陸
の
分
割
統
治
の
よ
う
な
こ
と
に
な

ら
な
い
か
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　
そ
う
し
た
点
か
ら
も
、
福
井
県
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
は
必
要
で
す
。

　　

衰
退
の
一
途
を
た
ど
って
い
る

農
林
水
産
業

　
今
年
度
の
農
林
水
産
部
の
予
算
は
、

職
員
の
人
件
費
を
含
め
四
四
〇
億
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
、
こ
れ
だ
け
予
算
を
投
じ
て
も
、

農
林
水
産
業
に
明
る
い
展
望
が
一
向
に

見
え
て
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
こ
れ
だ
け

予
算
を
使
っ
て
も
、
問
題
解
決
が
で
き

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
予
算
の

使
い
途
が
的
は
ず
れ
な
の
か
、
予
算
規

模
が
小
さ
い
の
か
、
本
当
の
意
味
で
の

処
方
箋
を
見
つ
け
な
い
ま
ま
、
年
中
行

事
を
繰
り
返
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　　

国
の
補
助
金
を
も
ら
う
こ
と

が
農
業
政
策
か

　
国
の
農
業
政
策
に
誘
導
さ
れ
て
、
補

助
金
を
も
ら
い
に
行
く
こ
と
が
、
地
域

の
農
業
を
生
か
す
の
か
ど
う
か
、
極
端

に
い
え
ば
、
国
や
県
が
余
計
な
政
策
を

考
え
る
よ
り
も
、
本
当
に
や
る
気
の
あ
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ズバリ　そこが聞きたい！

　新緑に聞く

　
参
議
院
議
員
選
挙
で
自
民
党
が
歴
史
的
大
敗
北
を
喫
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
、
ま
た
、
県
議
会
の
自
民
党
会

派
が
分
裂
し
た
と
聞
き
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
後
、
議
会
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
、
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。（
匿
名
　
五
〇
代
女
性
）

　
▼
「
今
回
の
参
議
院
選
挙
で
政
権

政
党
の
自
民
党
は
歴
史
的
な
大
敗
北

を
喫
し
ま
し
た
。

　
有
権
者
に
よ
る
こ
の
裁
断
結
果
を

ど
う
み
る
べ
き
な
の
か
。
与
党
惨

敗
、
野
党
勝
利
を
も
た
ら
し
た
真
因

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
深
く
思
い
を

め
ぐ
ら
せ
て
み
れ
ば
、
与
野
党
ど
ち

ら
の
側
に
と
っ
て
も
過
大
評
価
、
過

小
評
価
と
も
に
許
さ
れ
ず
、
ま
し
て

野
党
側
の
手
放
し
の
楽
観
・
自
賛
論

は
通
用
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
な
と
こ
ろ
で
す
。

　
自
民
敗
北
の
深
層
と
い
う
も
の
を

経
済
社
会
の
構
造
変
化
を
も
視
野
に

入
れ
て
、
客
観
的
に
検
証
す
る
姿
勢

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
（
略
）

　
こ
れ
ま
で
自
民
党
政
権
永
久
化
の

基
盤
を
な
し
て
き
た
集
票
マ
シ
ー
ン

が
、
各
地
の
選
挙
区
に
お
い
て
も
、

個
別
の
業
界
で
も
、
空
洞
化
が
進
ん

で
い
た
事
実
が
大
き
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
」

　
こ
の
文
章
は
、
経
済
評
論
家
、
内

か
つ
と

橋
克
人
が
、
今
か
ら
九
年
前
の
一
九

九
八
年
七
月
一
二
日
の
参
議
院
選
挙

後
に
、「
問
い
直
さ
れ
る
「
改
革
」
の

本
意
」
、
「
自
民
惨
敗
の
深
層
」
と
題

し
て
、
同
時
代
へ
の
発
言
「
日
本
改

革
論
の
虚
実
」
の
は
じ
め
に
書
か
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　
今

年
の

参
院

選
挙

後
の

評
論

と
し

て
も

通
用

す
る
内
容
で
す
。

　
こ
の
時
点
で
、

自
民

支
持

基
盤

が
力

を
失

っ
て

い
ま
し
た
。
背
景

に
は

九
〇

年
代

に
入
っ
て
大
き
く
進
ん
だ
経
済
構
造

の
変
化
に
あ
り
ま
し
た
。

　
▼
昨
年
五
月
に
出
版
さ
れ
た
、
自

民
党
代
議
士
、
堀
内
光
雄
氏
著
「
自
民

党
は
殺
さ
れ
た
」
か
ら
、
引
用
し
ま

す
。

　　
小
泉
首
相
の
経
済
政
策
は
、
優
勝

劣
敗
・
適
者
生
存
の
古
典
的
な
市
場

原
理
主
義
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
い
ま

や
「
下
流
社
会
」
と
い
う
言
葉
す
ら
生

ま
れ
た
。
い
つ
の
時
代
、
ど
こ
の
国
で

も
、
国
の
安
定
を
支
え
る
の
は
中
流

階
級
の
部
厚
さ
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
一

億
鎗
中
流
意
識
」
は
い
ま
い
ず
こ
。
上

流
と
下
流
の
二
つ
に
分
断
が
進
ん
で

い
る
。「
こ
の
国
の
か
た
ち
」
と
し
て
、

決
し
て
望
ま
し
い
も
の
と
は
言
え
な

い
。

　
だ
か
ら
、
一
握
り
の
勝
者
の
陰
に
、

額
に
汗
し
て
も
暮
ら
し
が
良
く
な
ら

な
い
国
民
が
た
く
さ
ん
生
ま
れ
て
き

た
。
　
　
そ
こ
に
目
を
配
る
の
が
本

来
の
政
治
で
あ
る
が
、
弱
者
へ
の
思
い

や
り
に
欠
け
た
小
泉
政
治
は
、
日
本
の

国
か
ら
「
助
け
合
い
」
や
「
譲
り
合
い
」

と
い
っ
た
共
生
の
心
を
ど
ん
ど
ん
失
わ

せ
て
し
ま
っ
た
。

　
仁
の
な
い
政
治
、
義
の
な
い
政
治

は
、
日
本
人
の
心
を
殺
伐
と
さ
せ
、
子

供
ま
で
が
い
じ
め
や
仲
間
は
ず
れ
、
挙

句
の
果
て
に
は
殺
人
ま
で
犯
す
世
の
中

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
少
し
前
ま
で
は

考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
道
徳
や
思
い
や
り

の
心
が
欠
如
し
た
社
会
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

　
そ
れ
に
も
増
し
て
最
大
の
問
題
は
、

言
論
の
府
で
あ
る
国
会
で
も
小
泉
首
相

の
強
烈
な
圧
迫
感
に
よ
っ
て
、
物
言
え

ば
唇
寒
し
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と

だ
。
国
会
や
党
内
で
の
自
由
聞
達
な
意

見
が
抑
圧
さ
れ
、
一
方
的
な
考
え
を
押

し
つ
け
る
誤
っ
た
道
を
歩
ん
で
い
る
自

民
党
を
一
日
も
早
く
正
常
な
姿
に
立
ち

戻
ら
せ
、
本
当
の
国
民
政
党
に
再
建
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
こ
と
切
な

る
も
の
が
あ
る
。
」

　　
▼
「
拒
否
で
き
な
い
日
本
」
（
関
岡

英
之
著
）
に
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本

に
対
す
る
「
年
次
要
求
書
」
の
中
身
が

書
か
れ
て
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
日
本
で
言
う
「
改
革
」
は
、
ほ
と

ん
ど
ア
メ
リ
カ
の
要
求
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
「
郵
政
民
営
化
」
も
そ

の
一
つ
で
す
。

　
ア
メ
リ
カ
の
ル
ー
ル
を
「
グ
ロ
ー
バ

ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
と
称
し
て
、
国
際

的
な
統
一
ル
ー
ル
に
仕
立
て
上
げ
、
そ

の
ル
ー
ル
に
踊
ら
さ
れ
た
結
果
、
日
本

自
身
を
見
失
っ
て
し
ま
う
よ
う
に
思
え

て
な
り
ま
せ
ん
。

　
特
に
金
融
で
は
、
他
国
の
民
が
汗
し

て
生
み
出
し
た
富
を
、
金
融
と
い
う
手

段
で
、
ア
メ
リ
カ
に
還
流
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　　
▼
「
売
れ
る
も
の
が
正
し
い
、
消
費

者
が
正
し
い
」「
効
率
性
、
競
争
力
」
と

い
う
倫
理
感
で
、
地
方
の
農
山
漁
村
や

地
域
の
商
店
街
が
崩
壊
し
て
い
く
状
況

と
、「
美
し
い
日
本
」
、「
愛
国
心
」
が
、

あ
ま
り
に
マ
ッ
チ
し
な
い
よ
う
に
思
え

て
な
ら
な
い
の
で
す
。
そ
れ
は
、
日
本

の
歴
史
や
伝
統
・
美
を
重
ん
じ
る
「
保

守
政
治
」
と
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　　
▼
さ
て
、
今
回
の
自
民
党
の
歴
史
的

敗
北
の
要
因
は
、
年
金
問
題
、
政
治
と

カ
ネ
、
閣
僚
の
問
題
発
言
、
地
方
切
捨

て
、
格
差
問
題
、
会
期
延
長
し
て
の
強

行
採
決
な
ど
既
に
メ
デ
ィ
ア
が
伝
え
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
一
時
的
に
お
灸
を
す
え
た

も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
一
時
的
に
小

泉
劇
場
だ
け
が
人
気
が
あ
っ
た
だ
け

で
、「
自
民
か
ら
の
離
脱
志
向
」
に
拍
車

が
か
か
っ
て
い
る
と
見
る
の
が
正
し
い

の
か
、
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
国
は
ど
こ
に

向
か
っ
て
い
る
の
か
、
「
改
革
」
と
は
、

日
本
の
悪
し
き
慣
習
を
打
破
す
る
も
の

だ
っ
た
の
に
、
い
つ
の
ま
に
か
ア
メ
リ

カ
の
都
合
の
い
い
よ
う
に
「
改
革
」
さ

れ
、
日
本
の
良
さ
や
強
さ
や
し
な
や
か

さ
を
奪
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
日
本
全

お
お

体
を
不
安
と
不
信
が
覆
っ
て
い
る
こ
と

は
、
間
違
い
な
い
よ
う
で
す
。
　

　
誰
の
た
め
の
、
何
の
た
め
の
改
革
な

の
か
。
独
立
国
家
と
し
て
の
日
本
の
国

の
背
骨
を
見
失
っ
て
は
、
大
変
な
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
「
こ
の
国
の
か
た
ち
」
、
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て
、
国
民
的
議
論
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

▼
さ
て
、
今
回
の
ご
質
問
の
趣
旨
は
、

参
議
院
選
挙
で
自
民
党
が
惨
敗
し
た
こ

と
と
、
県
議
会
に
お
け
る
自
民
党
会
派

と
の
関
係
、
自
民
党
会
派
が
「
分
裂
」
し

た
こ
と
の
影
響
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

地
方
議
会
は
政
党
政
治
で
は
な
い

　
地
方
自
治
は
、
国
会
と
違
っ
て
議
院

内
閣
制
で
は
な
く
、
議
員
の
中
か
ら
首

長
を
選
ん
で
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
従
っ
て
、
首
長
に
対
す
る
与
党
、
野

党
と
言
う
関
係
も
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

　
地
方
自
治
の
二
元
代
表
制
と
は
、
首

長
対
議
会
と
い
う
関
係
で
す
か
ら
、
ど
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地
方
議
会
は
国
会
の
下
請
け
で
は
な
い

ち
ら
か
と
い
え
ば
、
議
会
に
は
、
首

長
・
行
政
に
対
す
る
批
判
的
検
証
能

力
、（
監
視
、
代
案
提
案
能
力
）
、
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
野
党
的
立
場
と
い

え
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
地
方
議
会
の
会
派
で

す
が
、
別
に
政
党
別
に
会
派
を
つ
く

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
人
で
も
会
派
届
け
し
て
、
国
会

の
政
党
名
を
名
乗
る
政
党
も
あ
り
ま

す
が
、
国
会
の
政
党
別
に
地
方
議
会

が
組
織
さ
れ
る
こ
と
に
は
、
疑
問
が

あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
今
日
、
地
方
分
権
論
議
に

な
る
と
よ
く
わ
か
る
の
で
す
が
、
中

央
対
地
方
と
い
う
構
図
に
な
る
か
ら

で
あ
り
、
地
方
自
治
に
政
党
色
を
持

ち
込
ん
で
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
争
を

す
る
必
要
が
ほ
と
ん
ど
な
い
か
ら
で

す
。
む
し
ろ
色
分
け
す
る
な
ら
、
真
面

目
に
地
方
自
治
を
考
え
、
勉
強
す
る

か
し
な
い
か
と
い
っ
た
方
が
良
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
会
派
分
裂
と
今
後
の
議
会
運
営

　　
自
民
党
会
派
が
二
つ
に
な
っ
て
、

こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か
、
と
い
う

こ
と
な
の
で
す
が
、
特
に
心
配
さ
れ

る
よ
う
な
こ
と
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
む
し
ろ
、
県
議
会
は
、
県
民
に
と
っ

て
も
歓
迎
さ
れ
る
ほ
ど
活
性
化
し
、

遅
れ
て
い
た
議
会
改
革
も
急
ピ
ッ
チ

で
進
ん
で
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
前
記
し
た
よ
う
に
、
県
議
会
会
派

は
中
央
政
党
か
ら
の
指
示
に
よ
っ
て

動
く
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も

県
議
会
内
の
こ
と
で
す
。

　　
　
第
二
会
派
の
重
要
性

　
今
回
、
自
民
党
新
政
会
は
、
多
数
が

新
会
派
に
移
動
し
た
結
果
、
人
数
的

に
は
十
二
名
と
な
り
、
第
二
会
派
と

い
う
位
置
づ
け
に
な
り
ま
す
。

　
ふ
り
返
っ
て
、
私
が
は
じ
め
て
県

議
会
に
無
所
属
で
立
候
補
し
、
当
選

し
て
、
自
民
党
会
派
か
ら
加
入
を
求

め
ら
れ
て
、
所
属
し
ま
し
た
。

　
そ
の
理
由
は
、
県
議
会
四
十
名
の

う
ち
三
分
の
二
を
占
め
て
い
る
唯
一

の
保
守
会
派
と
い
う
こ
と
に
あ
り
ま

す
。

　
つ
ま
り
、
他
に
拮
抗
し
た
勢
力
も

な
く
、
他
会
派
を
選
択
す
る
余
地
が

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
影
響
力
と
い
う
面
か
ら
し
て
も
、

三
分
の
二
の
勢
力
が
、
す
べ
て
を
取

り
仕
切
っ
て
い
た
状
況
で
す
。

　
従
っ
て
、
そ
の
最
大
勢
力
の
会
派

の
態
度
が
、
イ
コ
ー
ル
福
井
県
議
会

の
態
度
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
結
果
と
し
て
、
今
回
、
保
守
系
第
二

会
派
が
存
在
す
る
こ
と
と
な
り
、
第

一
会
派
が
過
半
数
に
達
し
て
い
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
面
で
、
今
回
の
倫
理
条
例
の

よ
う
に
、
第
一
会
派
が
反
対
し
て
も
、

可
決
成
立
す
る
議
会
と
な
っ
た
わ
け

で
す
。
こ
れ
は
、
長
く
福
井
県
議
会
に

お
い
て
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
あ

る
面
で
は
、
健
全
な
議
会
と
い
え
ま

す
。

　
考
え
て
見
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
、
福
井

県
議
会
で
は
、
第
一
会
派
一
辺
倒
で
、

議
会
内
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
し
っ
か
り

と
し
た
第
二
会
派
が
存
在
し
て
こ
な

か
っ
た
こ
と
が
、
議
会
改
革
の
遅
れ

に
つ
な
が
っ
た
と
も
い
え
ま
す
。

　
　
幹
事
長
と
し
て

　
第
二
会
派
の
幹
事
長
を
お
引
き
受

け
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
責
任
の
重

さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　
会
派
全
員
の
こ
と
は
も
と
よ
り
、

他
会
派
と
の
関
係
、
知
事
部
局
と
の

関
係
、
行
政
監
視
、
政
策
方
針
な
ど
、

気
の
休
ま
る
時
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
乱
世
」
の
時
代
の
幹
事
長
と
割
り

切
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
「
扇
の

要
」
を
自
覚
し
、
全
精
力
を
尽
く
し

て
、
民
意
を
反
映
し
た
画
期
的
な
福

井
県
議
会
を
創
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
六
月
議
会
の
成
果
は
、
大
き
か
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
よ
り
オ
ー
プ
ン

に
県
民
の
皆
様
と
連
携
し
て
が
ん
ば

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　
マ
ス
コ
ミ
報
道
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
を
取
り
巻
く
マ
ス
コ
ミ

の
報
道
の
あ
り
方
も
重
要
で
す
。
　

　　
ロ
ー
カ
ル
紙
は
、
時
に
、
県
庁
の
広

報
紙
の
よ
う
で
あ
っ
た
り
、
議
会
記

事
は
つ
ま
ら
な
い
ベ
タ
記
事
で
あ
っ

た
り
、
読
む
気
に
な
ら
な
い

の
が
大
半
で
す
。
も
う
少

し
、
地
方
自
治
は
「
お
任
せ

民
主
主
義
」
で
な
く
、
住
民

が
運
営
主
体
で
あ
る
こ
と

を
自
覚
さ
せ
る
よ
う
な
、
県

民
に
問
題
意
識
を
持
た
せ

る
切
り
口
の
記
事
が
欲
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
下
の
記
事
は
日
刊
県
民

福
井
の
栃
尾
記
者
の
記
事

で
す
。

　
議
員
に
と
っ
て
は
、
気
に

入
ら
な
い
記
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、

そ

れ

は

と

も

か

く
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
記
事
に
よ
っ

て
、
県
議
会
に
関
心
を
持
た
せ
る
、
と

い
う
意
味
で
「
県
会
桟
敷
」
を
連
載
し

（7）　２００7年8月１8日　発行



福井県議会議員 さいとう新緑  議会報告

新
緑
の
気
ま
ま
に
ト
〜
ク

　
　
　
　
　
　

　
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
「
時
間
で
す
よ
」
、「
寺

内
貫
太
郎
一
家
」
な
ど
、
多
く
の
ヒ
ッ

ト
作
を
手
が
け
た
テ
レ
ビ
・
プ
ロ

く
ぜ

デ
ュ
ー
サ
ー
、
久
世
光
彦
に
「
マ
イ
・

ラ
ス
ト
・
ソ
ン
グ
」
と
い
う
本
が
あ

る
。

い
ま
わ

き
わ

 

文
字
通
り
、
今
際
の
際
に
聴
き
た
い

曲
を
一
曲
選
ぶ
と
し
た
ら
、
あ
な
た

は
何
を
選
ぶ
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
そ
ん
な
こ
と
を
思
う
よ
う
に

な
っ
た
の
は
五
十
に
な
っ
て
か
ら
だ

と
い
う
。

　
五
十
の
声
を
聞
く
と
、
そ
ろ
そ
ろ

先
行
き
の
残
り
時
間
を
勘
定
し
始
め

る
頃
合
い
な
の
か
、
ぼ
ち
ぼ
ち
マ
イ
・

ラ
ス
ト
・
ソ
ン
グ
の
選
択
も
し
て
お

か
ね
ば
な
る
ま
い
。
　

　
昨
年
、
そ
の
彼
が
亡
く
な
っ
た
時
、

同
じ
世
代
の
小
林
亜
星
は
、
ラ
ス
ト

ソ
ン
グ
を
持
っ
て
駆
け
つ
け
る
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
「
断
腸
の

思
い
」
と
書
い
て
い
る
が
、
追
悼
番

組
で
は
、「
時
間
で
す
よ
」
の
中
で
堺

正
章
が
歌
っ
て
ヒ
ッ
ト
し
た
「
街
の

灯
り
」
が
流
れ
た
よ
う
だ
。

　
そ
ば
に
誰
か
い
な
い
と
　
沈
み
そ

う
な
こ
の
胸
　
ま
る
で
潮
が
引
い
た

あ
と
の
　
暗
い
海
の
よ
う
に
…

く
ぜ

　
こ
の
歌
に
つ
い
て
も
、
久
世
は
３
・

３
・
３
…
と
み
ご
と
に
三
文
字
で
連

な
っ
て
い
く
歌
と
書
い
て
い
る
。

　
そ
の
「
街
の
灯
り
」
の
作
詞
は
、
久

世
光
彦
と
多
く
の
仕
事
を
一
緒
に
し

て
相
互
証
人
だ
と
い
う
阿
久
悠
。

　
阿
久
悠
作
品
は
幅
広
い
。
手
が
け

た
楽
曲
は
五
〇
〇
〇
曲
以
上
、
大

ヒ
ッ
ト
曲
を
連
発
し
、
日
本
レ
コ
ー

ド
大
賞
も
５
回
受
賞
し
て
い
る
（「
ま

た
逢
う
日
ま
で
」
、
「
北
の
宿
か
ら
」
、

「
勝
手
に
し
や
が
れ
」
、
「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
」
、

「
雨
の
慕
情
」
）
。

　
「
ピ
ー
ス
を
深
々
　
ラ
ー
ク
を
ス

パ
ス
パ
　
五
十
歳
ま
で
生
き
る
か
な

あそ
ん
な
に
生
き
て
ど
う
す
る
の
　
ハ

ハ
ハ
ハ
ハ
…
　
よ
ろ
し
く
阿
久
悠
で

す
　
よ
ろ
し
く
久
世
光
彦
で
す
」
。

　
二
人
に
と
っ
て
は
、
七
十
歳
を
ク

リ
ア
し
て
の
逝
去
で
あ
る
か
ら
、
大

往
生
と
い
っ
て
よ
い
の
だ
ろ
う
。

　
「
ベ
ト
ナ
ム
に
平
和
を
！
市
民

連
合
」
通
称
「
べ
平
連
」
運
動
で

有
名
な
市
民
派
活
動
家
は
、
憲
法

改
正
を
唱
え
る
首
相
に
、
「
憲
法

を
遵
守
す
る
」
責
任
を
負
っ
て
い
る

国
会
議
員
の
役
目
を
果
た
し
て
い
な

い
と
批
判
し
、
昨
今
の
状
況
を
戦
争

前
夜
の
昭
和
初
期
と
酷
似
し
て
い
る

と
言
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
▼
べ
平
連
と
の
関
係
で
言
え
ば
、

一
九
六
六
年
、
今
は
な
き
、
い
ず
み
・

た
く
、
岡
本
太
郎
、
桑
原
武
夫
、
久
野

収
、
開
高
健
、
そ
し
て
松
本
清
張
ら
と

と
も
に
、『
ワ
シ
ン
ト
ン･

ポ
ス
ト
』
紙

へ
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
の
意
見
広
告
を
！

と
呼
び
か
け
る
発
起
人
に
名
を
連
ね

た
人
に
淡
谷
の
り
子
が
い
る
。
（
今

年
、
生
き
て
い
れ
ば
一
〇
〇
歳
）

　
「
「
お
客
を
泣
か
せ
る
の
が
プ
ロ
で

し
ょ
、
自
分
が
泣
い
て
ど
う
す
ん

の
」
。
じ
よ
っ
ぱ
り
（
津
軽
弁
で
〝
強

情
者
〞
の
意
）
の
性
格
と
相
手
構
わ

ぬ
放
言
で
ず
い
ぶ
ん
誤
解
も
受
け
て

き
た
。

　
だ
が
、
そ
の
〝
じ
よ
っ
ば
り
〞
が

一
度
だ
け
客
の
前
で
泣
い
た
こ
と
が

あ
る
。

　
太
平
洋
戦
争
の
末
期
、
国
内
の
基

地
や
前
線
へ
慰
問
に
回
っ
て
い
た
こ

ろ
だ
っ
た
。
白
い
鉢
巻
き
を
し
た
若

い
兵
隊
が
客
席
の
隅
に
か
た
ま
っ
て

い
た
。
「
特
攻
隊
で
す
。
途
中
で
命
令

が
下
り
た
時
は
お
許
し
を
」
。
上
官
の

言
葉
が
舞
台
に
立
っ
て
か
ら
も
気
に

な
っ
た
。
な
ん
て
時
に
巡
り
合
わ
せ

て
し
ま
っ
た
の
か
。
動
揺
を
隠
し
な

が
ら
歌
い
進
む
う
ち
、
一
人
が
立
ち

上
が
る
の
が
目
の
端
に
入
っ
た
。
若

い
兵
隊
は
舞
台
の
前
ま
で
来
る
と
、

に
っ
こ
り
笑
っ
て
敬
礼
し
た
。
子
供

の
よ
う
な
顔
だ
っ
た
。

そ
う
や
っ
て
一
人
ず
つ
去
っ
て
い
っ

た
。

　
歌
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

「
す
み
ま
せ
ん
。
少
し
泣
か
せ
て
く
だ

さ
い
…
…
」
。
淡
谷
さ
ん
は
客
席
に
背

を
向
け
声
を
出
し
て
泣
い
た
。

　
国
家
の
命
令
で
多
く
の
若
者
が
死

ん
だ
。
無
垢
な
魂
が
戦
火
に
消
え
て

い
っ
た
。
自
分
を
大
事
に
し
な
い
今

ど
き
の
若
者
は
、
だ
か
ら
嫌
い
だ
。

「
十
九
や
二
十
歳
で
所
帯
や
つ
れ
し
た

み
た
い
な
顔
し
て
」

　
淡
谷
さ
ん
の
歌
を
聞
い
て
死
ん
で

い
っ
た
若
者
た
ち
の
胸
に
、
そ
の
歌

は
ど
ん
な
響
き
を
残
し
た
の
だ
ろ
う

か
。
　
「
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
だ
っ
た

わ
、
戦
争
を
除
い
て
は
。
い
ま
の
世
の

中
は
だ
め
よ
。
個
性
と
知
性
が
な
い

も
の
。
あ
な
た
た
ち
、
お
気
の
毒
ね
。

こ
ん
な
つ
ま
ら
な
い
時
代
を
生
き
る

な
ん
て
」
。

ソ
フ
ァ
ー
に
深
く
腰
掛
け
た
淡
谷
さ
ん

の
目
が
、
い
た
ず
ら
っ
ぽ
く
輝
い
た
。

　
（
あ
の
う
た
が
聴
こ
え
ま
す
か
／
毎

日
新
聞
社
）

　　
▼
Ｗ
Ｂ
Ｃ
世
界
タ
イ
ト
ル
前
哨
戦
が

サ
ン
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
、
三
国
町
の

孫
と
な
る
清
水
智
信
選
手
、
息
子
と
な

る
竹
内
陽
介
選
手
が
出
場
し
て
、
両
者

と
も
勝
利
を
収
め
た
。

　
石
丸
ジ
ム
の
会
長
か
ら
要
請
を
受

け
、
勝
利
者
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
手
渡
す
こ

と
に
な
り
、
お
か
げ
で
、
ボ
ク
シ
ン
グ

の
リ
ン
グ
に
上
が
る
初
体
験
を
味
わ
わ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
元
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
輪
島
功
一
氏

の
楽
し
い
ご
あ
い
さ
つ
も
聞
く
こ
と
が

で
き
た
。

　
百
人
百
様
の
青
春
が
あ
り
、
人
生
が

あ
る
。
保
険
ば
か
り
か
け
て
生
き
る
よ

う
で
は
つ
ま
ら
な
い
。
久
し
ぶ
り
に

フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て

み
た
。

▼
ブ
ル
ー
ス
の
女
王
と
い
い
な
が
ら
、

淡
谷
の
り
子
は
東
北
弁
。

か
り
ゅ
う

　
か
つ
て
、
顆
粒
み
そ
汁
の
袋
を
手
に

持
ち
「
大
し
た
た
ま
げ
た
！
」
と
せ
り

ふ
を
言
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
残
暑
厳
し
き
日
の
会
話
は
？

　
ヌ
ク
カ
タ
ベ
ー
（
暑
か
っ
た
ろ
う
）

　
タ
エ
シ
タ
　
ア
チ
カ
ッ
タ
（
た
い
そ

う
暑
か
っ
た
。
）

　
▼
残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
、
こ
う
し
て
ま
た
お

会
い
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　「
ほ
っ
と
ら
い
ん
」
五
五
号
、
大
変
お

待
た
せ
し
ま
し
た
。
盆
休
み
に
根
つ
め

て
や
っ
と
書
き
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
か

一
日
二
杯
の
　
酒
を
飲
み

さ
か
な
は
特
に
　
こ
だ
わ
ら
ず

ほ
ほ
え

マ
イ
ク
が
来
た
な
ら
　
微
笑
ん
で

お
は
こ

十
八
番
を
一
つ
　
歌
う
だ
け

妻
に
は
涙
を
　
見
せ
な
い
で

ぐ
ち

子
供
に
愚
痴
を
　
き
か
せ
ず
に

な
げ

男
の
嘆
き
は
　
ほ
ろ
酔
い
で

す
み

ゆ

酒
場
の
隅
に
　
置
い
て
行
く

目
立
た
ぬ
よ
う
に
　
は
し
ゃ
が
ぬ
よ
う
に

に
あ
似
合
わ
ぬ
こ
と
は
　
無
理
を
せ
ず

人
の
心
を
　
見
つ
め
つ
づ
け
る

時
代
お
く
れ
の
　
男
に
な
り
た
い

不
器
用
だ
け
れ
ど
　
し
ら
け
ず
に

純
粋
だ
け
ど
　
野
暮
じ
ゃ
な
く

上
手
な
お
酒
を
　
飲
み
な
が
ら

一
年
一
度
　
酔
っ
ぱ
ら
う

昔
の
友
に
は
　
や
さ
し
く
て

変
わ
ら
ぬ
友
と
　
信
じ
込
み

あ
れ
こ
れ
仕
事
も
　
あ
る
く
せ
に

自
分
の
こ
と
は
　
後
に
す
る

ね
た
ま
ぬ
よ
う
に
　
あ
せ
ら
ぬ
よ
う
に

飾
っ
た
世
界
に
　
流
さ
れ
ず

好
き
な
誰
か
を
　
思
い
つ
づ
け
る

時
代
お
く
れ
の
　
男
に
な
り
た
い

目
立
た
ぬ
よ
う
に
　
は
し
ゃ
が
ぬ
よ
う
に

似
合
わ
ぬ
こ
と
は
　
無
理
を
せ
ず

人
の
心
を
　
見
つ
め
つ
づ
け
る

時
代
お
く
れ
の
　
男
に
な
り
た
い

　
　
作
詞
　
阿
久 

悠

　　
　
作
曲
　
森
田
公
一

　
　
　
　
　
時
代
お
く
れ
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２００7年8月18日　発行（8）


